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東甫アジア地域地質鉱物資源会議に参加して

名取博夫(燃料部)

1.まえがき

東南アジア地域地質鉱物資源会議(Regiona1Confer-

�捥潮�敇���慮�楮敲�剥���潦卯畴��

eastAsia)という日本ではまだなじみのうすい会議

が1975年8月4目から同7日にわたりインドネシア

共和国の首都ジャカルタのジャカルタ･コンベンショ

ン'ホｰルにおいて開かれた.この会議は1972年マ

レｰシアのクアラルンプｰルで開かれた東南アジア地域

地質会議(Regiona1Confe工enceontheGeo1ogyo{

SoutheastAsia広川治氏により本誌219号中に紹介

されている)の系統に属するもので第2回東南アジア

地域地質鉱物資源会議と呼ばれることもある.今回の

会議の意図するところは東南アジア地域内の鉱物資源

にかかわる地質とその意義についての討論にあるとう

たわれており広く地質現象について取り上げた前回の

会議よりは具体的に焦点が絞られている.この会議

は計画から実施に至るまですべてインドネシア人に

よって運ばれた純粋のインドネシア国産会議であったが

出席者の過半数が外国人によって占められ会議用語も

英語に限定されるという東南アジアではまだ数少祖い国

際学会の1つであった.

筆者は工業技術院による国際研究協力事業(ITIT

偲�散琺��楴畴敦��慮�敲潦���物��捫

nO10gyPrOject)に基づく｢東南アジア地域地質構造の

研究｣のため現地に滞在中この会議に出席する機会を

得たのでここにその概要を報告する次第である.

z会議

1)組織･運営

この会議はインドネシア地質協会(IkatanAh1三Geo-

1ogiIndonesia:Associ叡tiono壬IndonesianGeo1ogists)

によって主催されインドネシア鉱山省(Ministryof

MinesoftheRepub1icofIndonesia)研究行政担当

国務大臣(MinisterofStateforResearchofthe

Repub1icofIndonesia)およびインドネシア科学院

(IndonesianInstituteofSciences)によって後援され

インドネシア鉱業協会(IndOnesianMiningAssociation)

により協賛されている.

会議の招集･運営に当った組織は名誉議長学術プ

ログラム委員会事務局長および組織委員会によって構

成されインドネシア地質協会議長のMr.H.M.S.

HART0N0(インドネシア地質調査所副所長)が名誉議長

に就いた.学術プログラム委員会は鉱山省国立研

究機関鉱業公社および大学などの学識経験者によって

構成され鉱山局長のProf.J.A.KATILIがその議長を

務めた.事務局長にはPERTAMINA(インドネシア

石油公社)のDr.G.A･S･NAY0ANが当った.組織

①ジャカルタのメイン･ストリｰトダムリン大通り.メルデカ(独立)広

場の南西角付近から南を望む.右側のひときわ高いのはペルタミナ･タワ

ｰ､ジャカルタの中心部の主枚ビルディングの半数はPERTAMINA(イ

ンドネシア石油公社)か所有するといわれる.

②東南アジア地域地質鉱物資源会議の開かれたジャカルタ･コニ■ペ

ンション･ホｰルの全景.1962年の第4回アジア競技大会のた

めに建設されたスナヤン･スポｰツ･コンプレックスの一角にあ

る=�
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委員会は関係機関の若手代表者で構成されDr.NAY0AN

がその議長を兼任した.

会議期間中には地質調査所を中心とする関係機関の

英語の堪能な男女職員が動員され運営を補助していた.

2)参加者

会議最終目前目の集計によると参加登録者は257名

に達していた.正確なデｰタを掌握しているわけでは

ないが登録者の約30%がインドネシア以外の国に所属

している.地元インドネシアからの参加者の中にも

同国に駐在中の外国人が30%程含まれていたので外国

人の比率は全体の50%位になるものと思われる.

参加者数を国別にみるとオｰストラリアシンガポｰ

ル目本タイ米国マレｰシア酉ドイツフィリ

ピンフランスなどの順でソ連イランチェコスロ

バキアハンガリｰスリランカパプア･ニュ』ギニ

アなどからの参加者もあった.シンガポｰルからの参

加者の多くは同地に駐在中のアメリカフランスオ

ランダイギリス国籍の石油地質関係者である･

日本人参加者は橋本瓦(千葉大)広岡公夫(福

井大)兼平慶一郎(地調･千葉大)菅野三郎(筑波

大)本島公司(ESCAP)西村道(京大)笹嶋貞

雄(京大)の諸氏と筆者の8名であった.

8月5目は回教の祭日に当たり回教を国教とするイ

ンドネシアの国祭目になっているため会議は中休みと

なり代りにバンドンのインドネシア地質調査所の地

質博物館視察旅行と西部ジャワ南海岸のペラブアンラ

ツ方面への地質巡検が企てられた.8月6目にはイン

ドネシア国立石油研究所(LEMIGAS)の視察8月6

目および7目にはジャワ海のアルジュナ沿海油田の視察

がおり込まれた.8月7胃にはPERTAMINA提供の

地熱エネルギｰに関する映画とP.T.INCO(Indonesia

Nicke1Co｡)提供のスラウェシ(セレベス)のラテライ

ト鉱床探鉱の映画が上映された.また会期中にイン

ドネシア地質協会議長主催のサテ(インドネシア風焼鳥)

･パｰティｰとインドネシア鉱業協会主催のカクテル

'パ』ティ』が催された.

会期後にはカモヤン･クレｰタｰにおける地熱開発視

察(8月8目)西部ジャワのチボゴにおけるタ』ビダ

イトの巡検(8月8目)およびスマトラ中部の地質巡

検(8月8-10目)がそれぞれ行なわれた.当初の

計画をみるとチモｰル島の地質巡検旅行も含まれてい

たがそれは開会間際になって取り消された.マスコ

ミを通じて知られるようにポルトガル領東チモｰル内

のゲリラ活動が活発になりインドネシア国軍の軍事介

入がささやかれ始めたのはその頃からであった.

3)日程

会議はジャカルタ･コンベンション･ホ]ルにおいて

次のような日程で進められた､

8月4目午前開会式基調講演;午後学術講演

5日休目(国祭目)

;l/学術講演

会期中にアジア極東エカフェ地質構造図(ECAFETe･

ctonicMapofAsiaandtheFarEast)作業部会と

国際地質対比計画(IGCP:IntemationalGeo1ogica1

Corre1ationProgram)の作業部会の会合がこの会議に

並行して開かれた.地質構造図作業部会では草稿の

展示と地域別担当者による説明および関連する討論が

公開で行なわれた.日本の構造図については地質調

③会議の開かれたジャカルタ･コンベンション･ホｰルの玄関.

④ジャカルタ･コ:■ペンション･ホｰルの主会議場における会議風景.�
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査所から派遣された兼平慶一郎氏により説明カミなされ

た.

4)開会式と基調講演

開会式は事務局長Dr･NムYoANの開会宣言で始まり

この会議の名誉議長Mr･H畑T0N0学術プログラム委員

会議長prof.KATILIおよび鉱山大臣pro£lMlohammad

SADLIによって式辞が述べられた.

M=r･HARToN0は1972年のクアラルンプｰルの会議

以降この3年間に活構造研究の天然実験室といわれる

東南アジア地域に積み重ねられた多くの新如見とりわ

け海域での成果がこの会議で聴けることの意義を強調

した.また｢現場の地質家にもっと成果の発表の機

会を与えよ｣と企業の探鉱マネｰジャｰにアピｰルして

いたのが印象に残った.

Prof.K岨ILIは彼の最近の西インドネシア地域の研

究成果を盛り込みながら東南アジア地域における鉱物

資源分布予測に対するプレｰト･テクトニックス理論の

導入の重要性を強調した.

鉱山大臣はインドネシアの鉱業政策と探鉱開発につい

て次のように述べた.

｢インドネシアにおいては過去数年間の積極的な鉱

業政策が効を奏し1974年には石油を主とする鉱産物が

輸出総額の76%を占めるに至った.この間に投入され

た探鉱資金は数億ドルに達しインドネシアは世界で最

もよく探鉱の進んだ国の1つになった.しかしイン

ドネシアにはまだ陸上部にも大陸棚にも広大かっ

有望な未探査地域が残されている.現在のところ重要

な鉱産物といえば石油とスズにすぎないが1980年代

には三ツケル製品アルミナアルミ地金石炭なども

重要杜輸出晶になるはずである.インドネシアはまた

列国と同様に地熱の探査･開発を始めた.火山国で

あるインドネシアの地熱は未来のエネルギｰ源として無

限の可能性を擁している｣というもので翌日のジャ

カルタの新聞はその演説を大きく報じていた.

⑤基調講演中のインドネシア鉱山局長Prof.KATILI.

開会式に引き続きp工｡f.KATILIの司会によりInteト

nationa1Nicke1CompanyofCanadaの副社長MrT

P0D0LsKIメルボルン大学のPro£E.S.HILLsおよ

びインドネシアの研究行政担当国務大臣ProfSOem三tro

DJ0J0亘加IKOEso醐｡ら3氏の基調講演が行なわれた.

Mr.PoDOLsKIはスラウェシにおけるニッケル鉱床と

その探査の現状について講演した.

Pro£HI皿sは｢オｰストラリアの構造局面に関する

地質学的事実｣と題して太古代から顕生代に至るオｰ

ストラリアの地質構造の変せんをプレ』ト･テクトニ

ックス理論に基づいて説明した.プレｰト.テクトニ

ックス理論によるとオｰストラリア大陸は北に向か

って移動しインドネシア領域に突っ込み複雑に屈曲

したインドネシアの列島弧の形成に直接関与していると

考えられている.したがってこの講演はインドネシ

ア地域の地質構造に興味をもつ出席者の多いこの会議の

山場の1つとなり多くの聴衆を集めた.講演にも熱

がこもり予定時間を大幅に超過しても終らず関係者

の気をもませていた.

5)学術講演

学術講演のプログラムは主として招待講演によって編

成され次のような分野の論文を含んでいる.

火山･地球物理

⑥会議場のロビｰで休憩時間中に演じられたアトラクション.バ

リのバロン･ダンス.�



一39一

層位･古生物

地域地質･構造

鉱物燃料

第四紀･海洋地質

岩石･鉱床

講演された論文数は合計28におよび25の研究論文と

3つのレビュ｣論文を含んでいる.それらのほかに

会場で7つの講演が取り消された.講演時間は1論文

30分であった.講演要旨はプレプリントとして会場で

配布された.講演者の1/3ほどがプレプリントのほ

かに講演資料を持参し会場で配布した.

講演題目は一括してこの報告の末尾に示した.これ

ら講演された論文は会議録としていずれ出版されるこ

とになっている.

ジャワ

イ

ン

ド

洋

一〇㎞

ジャワ海

グ

ジャカルタ

バンドン

ノ.チパダク｡

ペラブアンラツ

3.巡検旅行

1)南西ジャワ地質巡検旅行

8月5目の回教祭目を利用して南西ジャワの地質巡

検旅行が行なわれた.この目にはインドネシア地質

調査所付属の地質博物館視察を目的としたバンドン方

面への旅行も別途行なわれていた.

南西ジャワの巡検はジャカルタの南75k皿のチバダ

クとその西南西のインド洋に面したペラブアンラツとの

間を結ぶ約30しmの道路沿いに露出する第三紀層の観察

を目的としてインドネシア地質調査所のMr.Y･Eso週亙

の案内によって進められた.

一行は早朝7時頃ホテル.ボロブド』ルとホテル

･インドネシアの2か所に集合してバスで出発した.

朝の早いこの国では7時というと通勤ラッシュのピｰ

クにあたる.バスが雑踏を極めるジャカルタを抜け出

図1西部ジャワ地質巡検コｰス

し東西に連なる火山の1つサラク山の麓の大都市ボ

ゴ｣ルに着く頃には8時半を少し回っていた.この

町にある有名な熱帯檀物園は横目で見ながらさらに30

k㎜ほど南の目的地へと急いだ.

巡検予定地は西部ジャワの田舎町チバダクの南側に広

がり開析の進んだ丘陵地形を呈している.この丘陵

地の地質構造は東西方向の軸をもつ複背斜を基調とする.

チバダクからペラブアンラツに向かう道路はこの複背

斜構造を横断しておりこの地方の代表的粧層序を観察

するのに便利なコｰスになっている.ここで見られる

最も古い地層はウォルト石英砂岩と呼ばれる漸新統であ

る.この地層は主として中～粗粒石英砂岩からなり

礫岩粘土岩亜炭などを挾み花粉や胞子化石を含ん

でいる.この砂岩の上には浮遊性有孔虫を多産する

上部漸新統ρバツアシ泥灰岩が重なる.バツアシ泥灰

岩の上位には西部ジャワに広く分布し後期漸新世～

前期中新世の大型有孔虫を多産するラシャマンダラ石灰

岩が不整合を隔てて接する.この石灰岩は後期漸新世

⑦バンドンのインドネシア地質調査所本館.

1階が地質博物館になっている.

⑧インドネシア地質調査所の地質博物館に所蔵されてい

る人類の宝ピテカントロプスVIII.これまでに発見

されたジャワ原人P脇召ω〃伽｡〃“閉切〃∫タイプ

の頭蓋骨のうちの最も完全恋個体.�
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～中新世の浮遊性有孔虫を多産ナるシタルム層の泥灰岩

と指交関係にあるらしい.したがってこの地域は漸新

世と中新世の境界問題や後期漸新世から前期中新世にわ

たる大型有孔虫と浮遊性有孔虫の化石層位関係などを

解明するのに適した重要なフィｰルドであるといえる.

一行は予定のル』ト沿いに古い地層から新しい地

層へとほぼ層序順に観察とサンプリングを進めた.最

後にインドネシアにおける層位学の基礎を築いたMAR-

TINが1895年にτ脈ブ伽伽伽g〃"α6κα刎肋刎みなど

を記載した中期中新世のチオデン層の模式地に行きチ

シャリャン川の橋下で同層の貝化石床を観察したのち

午後1時半頃ペラブアンラツの町はずれのガｰデン'

レストランにたどりついた.そのレストランはインド

洋の高波がまともに押し寄せる見晴らしのいい安山岩崖

の上にある.

ペラブアンラツはジャワの中でも特に貧しい辺地の1

つであるが町の西方にきれい枚岩石海岸が展開してい

て避暑地として開けつつある.めぼしい施設はまだ

少ないがこのレストランの他にホテル･インドネシ

ア系列のサムドラ･ビｰチ･ホテルかある.そのホテ

ルはリゾ』ト･ホテルとしては恐らくジャワで最大

である.

一行はガｰデン･レストランでインドネシア風バ

イキング料理の昼食をゆっくりと取った後牛後のけだ

るい目差しの下をジャカルタに向けて帰途についた.

2)アルジュナ沿海油田の視察

8月6日と7目の両目行なわれたアルジュナ沿海油田

の視察は会期中にもかかわらず非常な人気を呼んだ.

しかし募集人数が2目合わせて20人と少なく希望し

ても参加できない人が少在く粗かった.

アルジュナ沿海油田はジャカルタの東北東100km付

近を中心とするジャワ海に位置し1968年12月にAR

COグルｰプによって発見され1971年8月に生産の開

始された新しい油田である.この油田はインドネシ

アの沿海油田としては初めて商業べ一スに乗った注目

すべき油田であると同時にその開発に日本民間資本の

ジャパン･ロｰザルファ』･オイル社が鉱区権益保有率

2.5795%をもって参加しており日本にとっても重要な

意義を持つ油田の1つである.

初目8月6目の参加者は所定の早朝7時30分にジャ

カルタ郊外のケマヨラン国内空港に集合はしたものの

4機のヘリコプタｰのうちの2機が故障してしまったと

かで出発は2時間ほど遅れた.

ケマヨラン空港を飛び立つと間もなくヤシの林に囲ま

れた小さなカンポン(部落)の点在する水はけの悪い水

田地帯が広がる.本因地帯の北方のジャワ海沿岸には

⑨西部ジャワボゴｰル熱帯植物園の鬼ノ･スの池.

⑩西部ジャワチバタク南方のシタノレム層分布地域を行く一行.

⑪西部ジャワインド洋岸のガｰデン･レストランからペラ

ブアンラツ方面を望む.�
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アルジュナ沿海油田の石油は中期中新世の

上部チブラカン層から産出する.上部チブ

ラカン層は未固結荏いし固結した泥質および

砂質の海成堆積物からなり石灰岩や泥灰岩

のレンズを挾有する.貯油層となっている

のはこの地層中の何枚かの砂層でこれまで

に開発された貯油層の深度は700mから1,200

mの範囲にある.貯油層の数は構造によっ

て異なり最大7層カミ知られている.

図2アルジュナ沿海油田

湿地帯が残されそのところどころに塩田が拓かれてい

る.シャ･ワ海は遠浅で海岸に沿って沿岸水が発達し

黄褐色に濁っている･ここに限らずジャワ海沿岸部

には少匁からず濁った沿岸水が淀んでいるためサン

ゴ礁の発達がよくない.ジャワ海できれいなサンゴ礁

が見られるのは沖合の浅瀬や小島の回りだけである.

エビ漁をするペラフ･ラヤ]ル(小帆船)の群れの上

を飛行して約1時間2機のヘリコプタ]は海洋石油

掘削装置の狭いヘリ甲板に相前後して下り立った.

JohnC･Marthens号という名のこの掘削リグはアル

ジュナ沿海油田の西端のMM構造上に設営されPS!

MM-2号試掘井を掘削中であった.一行は稼働中の掘

削装置とシュランベルジャｰ社の坑井内検層機器などを

一わたり見学したのち分析室で岩石カッティング試料

を前に地質の説明を受けた.

世界第3位の大きさを誇る.

始め設備のほとんどが撮影禁止で窮屈な船である.

一行はここの会議室でアルジュナ沿海油田の概要の説明

を受けた.

掘削装置の見学をすませた一行はヘリで

10数分の距離にある貯油船ARCOArdjma

号に移動した.その貯油船は日本で建造

され1972年に現地に回航設置された.

貯油能力100万バｰレルで貯油船としては

コント冒』ル･パネルを

アルジュナ沿海油田の原油生産量は1971年151万バ

ｰレル1972年1,073万バｰレル1973年2,336万バｰレ

ル1974年3,266万バ]レルと順調に延びており1974

年末までの累計生産量は6,826万バ]レルと狂っている.

現在までに15構造の試掘に成功しているが原油を生産

しているのはそのうちの5構造からで現在の生産能

力は日産15万バｰレルである.

アルジュナ沿海油田の原油は他のインドネシア産原

油と同様にイオウの含有率が常に0.1%以下と低く

2～4%もある中東原油に比べるとはるかに良質で低

公害原油として高く評価され大部分が日本に輸出され

⑫救命衣を着けてジャカルタのケマヨラン国内空港からアノレジュ

ナ沿海油剛こ向かう.右から橋本瓦千葉大教授ガジャマダ

大学(ジョクジャカルタ)Prof.MUJエ0N0および筆者､

ジャワ海のアルジュナ沿海油田に設営された海洋石油掘削装置JohnC.

Marthens号の掘削甲板.PS1MM-2号坑井を掘削申.�
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図3

インドネシア中～西部

でいる.

一行はARCOArdjuna号の快適な食堂で昼食をとっ

たのち数分間飛行し近くのフロｰ･ステｰションの

1つに移動した.このフロｰ･ステｰションには5

･6本の生産坑井を持った多坑井プラットホ]ムが結ば

れている･多坑井プラットホｰムで生産された原油は

セパレｰタｰを通じて天然ガスと水がのぞかれフロｰ

･ステｰション内のポンプで加圧され海底パイプ･ラ

インを通じてARCOArdjma号に圧送される.

フロ』'ステ』ションの見学を最後に一行は広大な

海域に散らばるアルジュナ沿海油田の施設を空からなが

めながらジャカルタのケマヨラン空港へ引き返した.

3)スマトラ中部の地質巡検旅行

この巡検旅行は会議終了後の8月8目から10目の3

日間の予定でバリサン山脈を西から東に横断しパダ

ン～ブキティンギ～パガンバル]の道路沿いの地質を観

察しようというもので20名の参加者が募られた.案

内にはインドネシア国立地質鉱業研究所(Lembaga

Geo1ogidanPerta㎜banganNasiona1-LIPI)のD工.

F･H･A･H肥UwATが当たり他に数名の同所員が随行

した.

スマトラ中部はインドネシア西部の地質を理解するの

に重要な位置を占めている.インドネシア西部はイン

ド洋に面した弧状列島をなししかも非火山弧と火山

弧が対をなして並んだいわゆる2重弧を形成している.

⑭アルジュナ沿海油田の多坑井プラットホｰムのロｰア･デッキ.

⑮セパレｰタｰで分離された天然ガスはフレｰアｰ･スタッ

クに導ひかれ焼却される.､�
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インド洋に直接面しているメンタビ諸島やスンバチモ

ｰル恋とを連ねた島々が非火山弧に当たり外側弧とも

呼ばれる.それに対して火山弧または内側弧とは

スマトラジャワバリスンバワフロレスなどの島

々を連ねた列島を指しており新生代を通じて火山活動

の活発な島弧である.スマトラ中部はこれら2重弧

のうちの火山弧の層序と地質構造を観察するのに最も

適しているのである.この地方には火山弧の基盤を

校す二畳系三畳系ジュラ系白亜系とそれらに貫入

した深成岩類がよく露出しているほか島弧の主体をな

す新生界も古第三系から第四系まで比較的よく揃って

いる.

､o

9ガ]OO.l01.

⇔

�

ぺ>

へ
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.西部スマトラ.･'

プll/背､､ノ箏プｰ
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鳴
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参加者は8月8目の早朝6時にケマヨラン空港に集合

し6時30分発のガノレｰダ航空のホツカｰ機で西部ス

マトラのパダンに向けて出発した.

空から見るジャワの風景は世界一人口欄密の島とい

われるだけに見渡す限り田畑で埋めつくされているが

スンダ海峡を越えて1歩スマトラ南東部の海岸平野上

空に進入すると眼下は緑一色の森林に一転する.機

がさらに北進し石油で有名なパレンバン北西でバリサ

ン山脈の上空に差し掛った時“スマトラ大断層"によ

るみごとな断層地形をみることができた.この断層は

北酉一南東方向に走る右横ずれ断層でバリサン山脈に

沿って延々1,800kmにわたって追跡される.断層

に沿って湖や多くの火山が連なりあばれ山として世

図4スマトラ地質巡検コｰス

界的に有名なクラカタウ火山はスマトラとジャワの間

を隔すスンダ海峡中のこの断層の延長線上に位置して

いる.この火山は19世紀の後半に大爆発を起こし同

時に発生した津波によって36,000人もの死者を出した.

パダンのタビン空港に到着した一行は待機していた

バスに乗り換え越えて来たばかりのバリサン山脈に向

けて出発した.

巡検は地質鉱業研究所あ数人のスタッフが5週間の

現地調査を行なって編集したという詳しいガイドブッ

クに従って進められた.
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切目はパダンからソロクを経てサワタンバンまで東進

しそこで折り返してソロクまで戻り宥折してシンカ

ラク湖方面に向かいシンカラク湖北東岸のリゾｰト'

ロッジ.ホアル･ヤカトラに泊った.

このコｰスには二畳系ジュラ系白亜系第四紀

火山岩類二畳紀の片麻状花筒岩ジュラないし白亜紀

の閃緑岩とペグマタイトなどが露出する.

巡検コ』スの道路は最近改装されたばかりで舗装

がよく行き届いている.沿道の民家の庭の先き先きに

時折り通る車をじっと目で追う暇そうな現地人の姿があ

りこの島注らではの風物になっている.しかしそ

れも村落の中でのことで車が1歩部落を離れると人影

を見掛けることはあまり粗い.ジャワではどんな山

中に入っても必ず人目があり落ち着いて用を足すこ

ともできないカミここではそのよう放ことはめったにな

く同じ国とは思え恋いほどこの島は人口密度の低さを

感じさせる.

バリサン山中の気候は赤道直下とはとても思えない

ほど涼しく快適である.澄みきった大気を通して照

りつける太陽光は痛いまでに強烈ではあるが微風の当

たる木陰に入ると肌寒さを感じるほど涼しv･.

バリサン山中には美観を呈する火山や湖も多い.

川の流れは熱帯にしてはめずらしく澄んでいてきれいだ･

この山中にいると日本の東北地方の山野にでもいるよ

うな錯覚さえ起きる.

2日目にはソロクを経てサワタンバンに戻り前日

のコｰスの東方延長部に露出する暁新世～漸新世の湖成

層二畳～三畳系ジュラ紀後期の花筒岩などを観察し

タクシムディクまで進んだ.そこで再び折り返しシ

⑯バリサン山脈中の“スマトラ大断層"により形成された断層谷.

この断層はNW-SE方向に走る右横ずれ断層山脈に沿って

1,800k皿も追跡できる.沿線には火山カ童多い.あばれ山とし

て有名恋クラカタウ火山もその1つ.

⑰インド洋に面した西部スマトラの州都パダン.

⑱西部スマトラのソロクを中心に多いミナンカバウと呼ばれる

民家.ミナンは勝利カバウはカラバオ(水牛)の意.

闘牛に勝った記念として建てられる､両端のするどく尖っ

た棟は水牛の角をモディファイしている.壁に面かれてい

るのは精巧波多色の幾何学模様.

⑲西部スマトラバリサン山中の二畳～三畳系露頭前の一行.�
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ンカラク湖畔を経由してブキティンギに行きその町

のダイメンス･ホテルに泊った.ブキティンギは周

辺にシンカラク湖メラピ火山シンガラン火山などを

ひかえてこの地方の観光の中心地になっている.ブ

キティンギは近くのアナイ川から採れる砂金を加工し

た金製品の産地としても知られる.街の中心のパヅ

サ』ル(市場)には貴金属商が軒を連ね土の香の残る

金細工を並べ客を集めている.ここの金地金の小売

り価額は1グラム2,000ルビア(約1,450円)であった.

3目目にはブキティンギを立って東に向かい新生

代の海成層を観察しながらパガンバルｰまで行き夕方

のガルｰダ便でシャカルタヘ帰る予定になっていた.

しかし当目は乾季だというのに雨がちとなり誘導施

設のないバカンパノレｰの飛行場は閉鎖されたことが朝

のうちに分った.そこでこの目の巡検を途中で切り

上げハダンまで引き返し翌朝のハダン発のガノレｰダ

便に乗ることに決まった.関係方面への連絡のため

朝の田発が遅れホテルを出たのは10時頃になった.

ブキティンギの町はずれを流れるシアノク川はメラ

ピ火山から噴出した軽石凝灰岩を侵食してみごとな段

丘地形を作り上げている.一行は恋がめのいい高台

にある公園からその侵食地形を展望した.メラピ火

山といえば噴火時に熱雲を伴い山麓に大被害を与える

タイプの火山として有名であるがそれは一般的には

中部ジャワのメラピ火山を指している.メラピという

のはインドネシア語で“火山"を意味しインドネシア

国内には同名の火山カミこれら以外にもいくつかあるの

である.

このあと一行はパヤカンブｰの先のマラウの滝まで

車を進めその滝を形成する白亜紀～暁新世に堆積した

と考えられている厚い礫岩を観察した.この礫岩は

バリサン山脈の東側に広がる含油第三系の基底部を構成

するもので円磨度の低い多源礫からなりみかけの厚

さは200mを越えている.この付近でこの礫岩は落

差数100mのNE-SW方向の断層で切られ垂直に切

り立ったみごとな断層崖を形成している.

巡検参加者には新生代の専門家が多くこの東方に

分布する第三系の観察に強い期待を抱いていた人が少な

くなかったのだがこの礫岩の観察を最後にハダンに

引き上げることになった.

一行はブキティンキパダンバンヤンシチンチン

ルブクアルンのコｰスをたどりまだ目のあるうちにパ

ダンに到着.その夜は市内のホテノレとBR工(P･T･

RiotintoBeth1ehe㎜Indonesia)のゲストハウスに分宿

した.

翌早朝のガルｰダ便で全員ジャカルタに安着はした

もののブキテンギから発信しておいた予定変更の電報

はまだシャカノレタの宛先に届いてはいなかった.

4.おわりに

インドネシアを中心とする東南アジア地域は地球上

で最も複雑に屈曲し錯綜した島弧群からたっている.

この地域はこの会議の名誉議長Mr.HART0N0の言葉を

借りれば｢活構造の天然実験室｣をなしていて歴代の

地球科学者の格好な研究の場となった.UMBGRO冊の

地球脈動論やBEM畑L訓の造山論などかつての重要な

地球観の誕生したのもこの地域であった.1970年代に

入ってプレｰト･テクトニックス理論に基づく新しい

地球観が導入されるに及んでこの地域に対する地球科

学的た研究はこの会議のプログラム委員長pro£KATILI

などを中心とする地元勢によるものを始めとして再び

⑳西部スマトラブキティンギのメイン･ストリｰトを通して望む

シンガラン火山(2,871m).

⑳西部スマトラブキティンギの町はずれから望むシアノク峡谷.メラピ火

山から噴出した軽石凝灰岩の侵食地形,�
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活発に行なわれるようになって来た.このような背景

に加えてこの地域においては陸海雨域にわたる資源

調査開発が急速に進展しておりこの面からも世界

的に注目されるところとなり地質鉱物資源に関する国

際的な会議の必要性が高まって来たのである.

インドネシアはオランダの植民地時代目本軍によ

る占領時代独立戦争とその後の長い経済混乱期を経て

1965年スハルト政権に代わり一応の安定は得たものの

経済的には狂お貧困の時代が続いた.しかし1973年

末のオイル･ショックを機に東南アジア随一の産油国

であるこの国の経済状態は目に見えて向上に転じた.

昨今の国立研究機関の研究予算の中には対前年度比

数倍などというものも少抵く鮎･.この会議を主催し

たインドネシア地質協会も1960年に設立はされたもの

の長い聞会誌を発行することさえできなかったのだが

1974年以来年2冊の会誌を発行できるように狂ってい

る.インドネシア地質協会はこのようにまだ若い

組織ではあるが急激に脹らみつつあるオイル･マネｰ

と高揚しつつある資源ナショナリズムを背景にして国

内的にもこのような国際会議を主催する気運が熟する

に至った.

会議は海外からも多数の参加者を得て成功裏に終り

⑳西部スマトラマラウの滝含油第三系の基底礫岩で構成され

た断層崖,

所期の目的を十分達したものといえよう.会議の運営

には不手際もあり参加者の不興を買う場面もあった

がこのような国際会議を受け入れる社会的条件の十分

に整っていないこの国の環境の下では多少のつまづき

は当然のことといわなければ放らない.

会議については言うに及ばず視察旅行巡検旅行

アトラクションにと関係者の費やしたエネルギ｣は莫

大桂ものでその努力は参加者に高く評価されていたこ

とを付記しておきたい.

講演題目(講演順)

DR.Wo弧皿AN(ESCAP,Bankok.Thailand):Geo1ogica1
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:新刊紹介1

新

版地学入門

旧版｢地学入門｣は地学の新しい目標一自然改造

国土改造一を示しそれにそう地学の体系を確立すると

いう意図をもって約10年前に書かれすでに更訂18版を

数えている.このような立場は新版でも変らず従来

とほぼ同じ体系のもとに書かれ内容については全面的

に筆カミ入れられている.旧版より本文は約80ぺ一ジ

図表もいくらか少なくなっているが巻末に参考文献と

索引が新たにつけられている.

本書の内容は

3地球の歴史

1生活と地学2

とに大きく分かれている.

地学と生産

1で}ま

2では

3で}ま

段丘人類と遺物堆積物土壌火山灰

粘土化石岩石

地学的調査法地質工学地下水地下資源

災害と自然改造

第四紀地殻変動古気候と生物分布火山

と地震海洋地球の進化

という項目について簡潔かつ要領よく記述されてい

る.したがって地学関係の学生や愛好家のよき教科

書であることはもちろんのこと現場にたずさわる人や

専門家にとっても有用な参考書と柱る.

A5231ぺ一ジ定価1,200円

井尻正一二新堀友行編著

㈱築地書館1976年刊

面104東京都中央区新富1-16-11

TEL(03)551-4181(代)�


